
第１２２回 維持管理研究会 議事録 

 

１． 開催日時 ： ２０２１年 ９月１６日（木）１6：0０～１７：４０ 

２． 場   所 ： Zoom リモート開催 

３． 出席者（敬称略） １８名 

小田、井上、上辻、金子（幸）、国貞、久保、熊澤、古村、澤田、清水、守護、菅谷、高橋、徳山、柳本 

柳谷、山下、中谷（記） 

４． 研究テーマ 

今月の研究会は、先月に続いて「防災とＢＣＰ」に関する内容をテーマにもう少し深堀りした議論を行った。 

緊急事態発生時の被災現場と全社対策本部の組織体制の在り方や各々の役割について、メンバーの基本 

的な考え方などを情報交換しながら防災とＢＣＰの役割について議論を進めた。 

  ①TDSC 様の BCM 活動について（守護さん） 

自社ＢＣＭの活動状況を従業員説明用の資料を元に説明して頂いた。 

積極的に全従業員への徹底を図られており、行動の見える化などは大変参考になりました。（資料抜粋） 

 

 

 

 

 

 



 

 ②防災とＢＣＰについて（討論） 

防災と BC を分けて考えたとしても、「人命安全」は、防災でも、BC においても最優先に考えるべき事項である。 

従って BC の目的を具体的に読み替えたとしても、「重要でない人は後回しにすべし」 とはならないことであり、「人命 

安全」は、全社統一の優先事項である。 

初期段階では「人命安全」にリソースの多くを投入し「人命安全」確保が見えてきた段階で事業継続・復旧に振分け 

リソース配分を増やしていくことになる。（被災地、全社対策本部とも） 

   BCP に積極的に取り組んでんいる企業としては、下図のように防災活動とＢＣＰ活動を一つの活動として捉え 

   ており、意識して防災とＢＣＰを分けて活動していない。 

なお防災の事前準備である建物設備の安全確保や防災備蓄品・設備の準備、及び防災訓練などを実施して 

いるのは、総務部門が中心に実施しているので、BCP 担当部門との連携が更に重要になってくる。 

 

 

最近特に気になる事として、防災マニアルを作成してＢＣＰであると言われている企業が多く見られることが心配 

である。（ＲＴＯや継続戦略の記載がない。） 

また地域の自主防災組織は、当然ながら防災対応中心に活動しており、最近の風水害の多発などにより、地域 

の安全確保に日々努力されている地域が大幅に増えてきている。 

 

 

 

 ＜次回予定＞  

 ・１０月２１日（木）16:00～17:30 

                                                               以上  


